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と JMIU に分裂し、前者が連合加盟、後者が全労連加盟組織として新たに誕生したものである14)。 









 こうして発足した同支部は、結成当初 10 名余りで活動を開始した。ところが、発足から間


































































 だが、JMIU 静岡西部地域支部のこうした順調な組織拡大は、2008 年 9 月に発生したリー
マン・ショックがもたらした、輸出向け製造業を中心とする日本経済への打撃を契機として一
頓挫をきたし、その後同支部の組織は縮小へと向かう。 
 リーマン・ショックが雇用情勢にも深刻な影響をもたらしたことは、2008 年末～2009 年初
の「派遣村」運動によっても象徴される、よく知られた事実であるが、実はブラジル人など外
国人労働者の被った打撃は、全体の動向よりはるかに大きなものであった。リーマン・ショッ
ク後の経済恐慌によって、日本の失業者は 2008 年 9 月以降のおよそ 1 年の間に 80 万人以上増







に、2007 年には約 350 名を数えた同支部の組織人員は、リーマン・ショックを境として急速




段階で、ショック前と比較しての在日ブラジル人人口は、約 8 万人、率にして 25%もの減少を
みることになったのである31)。わずか 1 年半の間に、それなりの規模をもつエスニック集団の
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